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はじめに
伊藤和行先生は 1957年 3月 17日，北海道にて誕生された．先生は北海道大学理
学部物理学科で物理学を専攻された後科学史に転向し，東京大学大学院理学系研究
科科学史・科学基礎論専攻，イタリア・フィレンツェ大学およびフィレンツェ科学
史博物館等において科学史の専門的な研鑽を積まれた．京都大学文学部へは 1995

年，当時新設まもなかった科学哲学科学史専修に助教授として着任され，以来 26

年間にわたって科学史の教育研究を担当された．2002年に「ガリレオの数学的運
動論」により博士（文学）の学位を取得，2006年には教授に昇格された．先生は
本来であれば 2021年度末に定年を迎えられるはずであったが，在職中の 2021年 7

月 5日，北海道にて逝去された．
伊藤先生は 1980 年代から多くの分野にわたって論考を発表されたが，主要な
分野を取り上げるとすれば，それは何よりもまずルネサンス研究になるだろう．
「ジョルダーノ・ブルーノの地動説」[2]以来，先生はイタリア・ルネサンスに関し
て多岐にわたる研究や翻訳を公にされた．その中には魔術やヘルメス主義などのル
ネサンス独特の自然観に関する研究（たとえば [14]）や，ルネサンスの医学に関す
る論文（たとえば [20]）も多数含まれる．
伊藤先生のルネサンス研究の中でもとりわけ知られているのは，ガリレオ研究で
あろう．先生はガリレオの観測天文学と運動論に関してさまざまな側面から光を
当て，多数の論考を出版された．代表的なものとしては，ガリレオの望遠鏡観測の
成果と意義をまとめた『ガリレオ：望遠鏡が発見した宇宙』（中公新書，2013年）
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[75]や，ガリレオの『星界の報告』の翻訳 [83]が挙げられる．また，ガリレオの
『新科学論議』の新訳にも取り組まれていたとも聞くが，残念ながらこれは未完に
終わった．
また伊藤先生は，ガリレオ以降の時代，すなわちデカルトやニュートン以来の

古典力学の歴史についても研究を残されている．今日の力学と 18世紀の力学とは
大きく姿が異なる．そのことを先生は運動方程式の成立 [54]や，流体力学の発展
[69]，また座標概念の歴史 [73]といった事例を通じて探究された．
その他にも伊藤先生はきわめて幅広い関心を持たれていた．たとえばコンピュー

タの歴史については，FINE（情報倫理の構築）プロジェクトに関連した公開鍵暗号
の歴史 [45]の調査や，神経回路と電気回路の類比という観点によるオートマトンの
歴史 [63]の調査が挙げられる．チューリングの原論文の翻訳と解説 [77]を共訳と
いう形で出版されていることも付け加えておかなければならない．先生は近年，日
本の科学史（たとえば [90]）や宇宙論の歴史 [92]などにも関心を広げられていた．

2021年 5月に出版された『科学史事典』 [96]は，生前に公になった成果として
は伊藤先生最後の仕事である．先生は記事の執筆はもちろんのこと編集幹事をも務
められ，ガリレオの『二大世界系対話』の図版を『科学史事典』の表紙に選定した
のも先生であったと聞く．
最後に，研究業績に加えて，伊藤先生が本誌『科学哲学科学史研究』の創刊と発

行，また科学哲学科学史専修の教室運営に長年たずさわり，多くの学生を指導され
てきたことにも触れなければならない．科学哲学科学史専修に限っても，先生は
67名の卒業論文，38名の修士論文，そして 8名の博士論文の主査または副査を担
当された．この数は，他専修の論文副査も含めればさらに大きく増えるだろう．先
生のこのような教育面の実績も強調されてしかるべきである．
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